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メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
や
ウ
ェ
ブ
上
の
掲
示

板
、
あ
る
い
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
見
学
会
な

ど
を
通
じ
て
、
様
々
な
専
門
・
特
技
を
持
つ

人
た
ち
が
知
り
合
い
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
よ

う
な
新
し
い
切
り
口
、
新
し
い
視
点
に
立
っ

た
天
文
学
の
普
及
活
動
が
生
ま
れ
る
「
場
」

に
な
る
こ
と
。
こ
れ
が
天
プ
ラ
の
目
標
で
す
。

天
文
学
や
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
分

野
は
も
ち
ろ
ん
、
美
術
、
教
育
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど
の
色
々
な
分
野
か
ら
、
「
天
文
学

の
普
及
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
色
々
な
人
が
集

ま
っ
て
交
流
・
連
携
で
き
る
場
を
目
指
し
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
交
流
の
場
に
多
く
の
人
が
集

ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
太

い
パ
イ
プ
が
な
か
っ
た
学
生
・
科
学
館
の
間

が
つ
な
が
れ
、
科
学
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

協
力
や
斬
新
な
企
画
の
立
案
な
ど
が
可
能
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
３
面
で

紹
介
す
る
相
模
原
市
立
博
物
館
や
明
石
市
立

天
文
科
学
館
で
の
協
力
事
例
が
す
で
に
天
プ

ラ
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
後
は
も
っ
と
色
々

な
場
所
で
、
そ
し
て
色
々
な
形
で
の
協
力
が

生
ま
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

学
生
や
科
学
館
が
持
つ
知
識
・
資
料
・
ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
を
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
場
に

集
積
し
、
共
有
財
産
と
す
る
こ
と
も
天
プ
ラ

の
目
標
の
一
つ
で
す
。
す
で
に
P
A
O 

N
E
T
に
代
表
さ
れ
る
天
文
画
像
の
集
積
組

織
は
存
在
し
ま
す
が
、
天
プ
ラ
で
は
よ
り
専

門
性
が
活
か
せ
る
も
の
、
気
軽
に
使
っ
て
い

た
だ
け
る
も
の
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、

・
観
測
施
設
/
観
測
風
景
な
ど
の
写
真

　

天
文
学
の
研
究
現
場
に
近
い
学
生

に
は
、
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
天
文
学

研
究
施
設
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
場
所
で
行
わ
れ
る

研
究
の
様
子
を
写
し
た
写
真
は
、
天

文
学
が
日
進
月
歩
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
に

立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
る
学
生
の
強

み
を
活
か
し
、
「
天
文
学
の
ナ
マ
の

姿
」
を
伝
え
る
写
真
を
共
有
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
形
式
の
天
文
ク
イ
ズ

　

Pow
erPoint

形
式
の
ク
イ
ズ
を

作
成
・
収
集
し
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

開
演
前
に
、
あ
る
い
は
展
示
物
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
自
由
に
使
っ
て
い
た

だ
け
る
素
材
を
提
供
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

他
に
も
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
な
ど

で
使
え
る
イ
ラ
ス
ト
集
や
天
文
学
の
解
説
を

す
る
た
め
の
小
物
集
な
ど
、
天
文
学
の
普
及

に
使
え
る
道
具
・
素
材
を
集
め
、
多
く
の
方

に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
お

く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

■

天
プ
ラ
の
手
引
き

どんな情報がやりとりさ
れているのかを知りたい

→どんな人間がなにをしているのかがわからないと、
何事もなかなか参加しにくいも のです。とりあえず、
メーリングリストをメルマガ的に購読していただい

ても構いま せん。どのような話題がやりとりさ
れているのかを見て、色々と考えてみてく

ださい。

ミニ天文教室をやりたいが
講師の当てがない

→わざわざ一線の研究者を呼ぶほどの規模でもないし、
かといって専門外の人間がや るにはちょっと負担が大
きい。こんな場合は、それを専門とする学生を呼ん

でみては どうでしょうか？天プラには依頼が
あれば引き受けたい、という学生も数多

く在籍します。

番組やポスター作成の
ための画像が欲しい

→現在天プラでは、学生ならではこそ撮ってこれる画像
を集約し、データベース化す ることを考えています。こ
れらの画像は、フリーで使用できるようにしようと考

えて います。プロトタイプが天プラのWEBにて公
開されていますので参照してみてください。

新しい企画案を練りたい
→天プラでは、様々な視点から新たな天文学の普及方
法を考えています。WEBやMLを 覗いて、面白そうな

アイディアは積極的に利用してみてはいかがでし
ょうか？

■■天プラ紹介■■  天プラの手引き
index

■■おもしろ計画■■  あすとろかるた

■■ヒロガル天プラNETWORK■■
           『天プラをきっかけとした「子ども天文教室」での講演』
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tenpla Q&A ■■天文を届ける仲間たち■■

             かつしか天文セミナー


